






































本語教師を国家資格化しようとする動きが出始めている。2019 年 6 月の日本語教育推進法によっ





































































































語ヒストリー（LH）」を提唱したい。LH とは、LLH に加え、「言語使用ヒストリー（Language 
























　本研究で提唱する LH は、LLH と LUH に「言語教育ヒストリー（LTH）」を加えたものであ



















　K と U は、知り合ってから既に 10 年以上経過するものの、互いの経験をじっくりと語り合う
ことがなかった。しかし、K の卒業生が大学院に進学して、U の大学院で研究指導を受けたよ
うに K と U の間には、十分な信頼関係が構築されていると言えよう。その後、2019 年から共同
で研究プロジェクトを立ち上げ、現在に至る。
　本研究では、言語ヒストリー（LH）をインタビューによって生成するのではなく、書き言葉













　K と U は、海外で教えた経験を持つ日本語教師であり、日本語教師養成を行っている日本語
教育研究者であるという共通点もあるが、日本語教師としての経験年数や経歴には、むしろ、
相違点の方が多い。例えば、上田（2020）で 7 冊の教科書が取り上げられているが、K が使用
したことのあるものは、1 冊だけである。また、先述したように、互いの経験をじっくりと語り合っ
















　K が作成した韓国語ヒストリーは、12 月初頭にメールに添付して U に送った。その後、同月
— 7 —
小　林　浩　明・上　田　和　子
























































　ピア・レビューでは、2 つの観点から U のレビューがあった。一つは、言語ヒストリー（LH）
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